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定

例

会

概

要

　３月定例会を 3月 1日から 16 日までの
16日間の会期で開きました。
　審議した議案は、平成29年度一般会計予
算など34議案。その全てを、原案のとおり
に同意・可決しました。また、一般質問は2
議員が登壇して町政をただし、陳情1件を採
択、1件を趣旨採択としました。

3月定例会

「4つの基本理念」実現 に向けて
リーディングプロジェクト

　実感プロジェクト
　創出プロジェクト

　促進プロジェクト　実感プロジェクト

＊美郷ブランドゆうき応援事業
特別栽培米への助成など

300万円

＊宿泊交流館利用促進事業
合宿応援事業補助金交付など

60万円

＊水道安定供給推進事業
六郷地区排水管更新など

5066万円

＊防災備蓄事業
備蓄品の整備など
782万円

＊町先覚者顕彰事業
佐藤家蔵の移築など
8773万円

＊薬用植物栽培推進事業
試験栽培・講習会など

959万円

＊都市農村交流促進事業
ふるさと体験ツアーなど

238万円

＊美郷ブランド開発・販売促進事業
特産品開発等への助成など

175万円

＊滞在型観光推進事業
ＪＡＬ割引事業・ドライブマップなど

707万円

＊歩道整備事業
歩道設置工事など
7753万円

＊美郷暮らしサポート事業
移住・定住による人口増加

1647万円

＊危険空き家対策事業
危険空き家等解体補助金交付など

224万円

＊国際教育推進事業
中学生イングリッシュキャンプなど

340万円

＊美郷うりこめ推進事業
町内産品のＰＲなど

368万円

＊橋梁長寿命化対策事業
橋梁修繕工事など
8800万円

＊空き家利活用推進事業
空き家活用住宅・オフィス支援など

58万円

＊屋内防災等情報伝達強化事業
防災ラジオ購入・配布など

3398万円

定

例

会

概

要

豊かさ
活力

交流快適

＊在宅生活支援事業
包括的な生活支援など

3589万円

＊健康づくり・生活習慣改善充実事業
セルフケアの推進など

1207万円

＊子どもの健康づくり・食育充実事業
食育サポート事業など

49万円

＊水源涵養充実事業
七滝「水の森」植樹など

177万円

＊成人総合健診充実事業
総合健診の推進など
4028万円

＊清水周辺環境整備事業
野際清水整備など
1908万円
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収入 支出

給料やパート収入だけではお金が足りないし、親からの仕送り（地方
交付税など）も減ってきているよ。貯金の取り崩しや借金（町債）で補
っているんだ。
いろんな事業に力を入れるために、補助金などを多めに用意している
ね。借金は頑張って返し続けていて、毎年小さくなり続けているよ。

町の予算を家計に例えると・・・

平成29年度一般会計予算
108億4295万3千円を年収500万円の
家計に例えてみたよ

給　与
うち基本給（町税） 638,000円

（12.77％）
1,384,292千円

（3.07％）

うち諸手当（分担金・負担金） 3,000円
（0.06％）

6,226千円
（34.12％）

パート収入（使用料、手数料など） 99,000円
（1.98％）

214,872千円
（△6.72％）

親からの仕送り

国庫・県支出金など 851,000円
（17.02％）

1,845,024千円
（△1.53％）

地方交付税 2,572,000円
（51.44％）

5,577,522千円
（△2.01％）

貯金の取り崩し（繰入金） 128,000円
（2.57％）

278,232千円
（△1.68％）

借金（町債） 481,000円
（9.61％）

1,041,900千円
（△6.93％）

その他（諸収入、返済金等） 228,000円
（4.55％）

494,885千円
（1.05％）

合　計 5,000,000円
（100％）

10,842,953千円
（△1.75％）

食費（人件費） 788,000円
（15.76％）

1,709,273千円
（△8.19％）

医療費（扶助費） 445,500円
（8.91％）

966,420千円
（△9.92％）

借金の返済（公債費） 528,000円
（10.56％）

1,144,443千円
（△5.65％）

光熱費等（物件費・補助費） 2,324,000円
（46.48％）

5,040,209千円
（4.06％）

家の増改築や修理費（普通建設事業費） 545,000円
（10.90％）

1,181,981千円
（1.81％）

子どもたちへの仕送り（繰出金） 291,500円
（5.83％）

631,953千円
（△12.31％）

積立金 3,000円
（0.06％）

6,619千円
（81.29％）

その他（貸付金・災害復旧費等） 75,000円
（1.50％）

162,055千円
（1.53％）

合　計
5,000,000円

（100％）
10,842,953千円

（100％）
（△1.75％）

2,647,000円 5,740,029千円
（1.87％） 4,748,000円 10,295,503千円

（△4.35％）

家計簿
（構成割合）

家計簿
（構成割合）

29年度予算額
（前年比）

29年度予算額
（前年比）

貯金残高 借入金残高
家計簿 家計簿29年度予算額

（前年比）
29年度予算額
（前年比）
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審査状況

減
額
の
理
由
は

村
田
議
員　

法
人
税
、
減

額
の
理
由
は
。

齊
藤
税
務
課
長　
最
高
額

３
０
０
万
円
を
納
税
す
る

法
人
が
、
1
法
人
減
少
し

た
こ
と
や
県
内
法
人
の
動

向
を
勘
案
し
た
た
め
で
あ

る
。

総
括
的
な
視
点
か
ら
課
題
を
問
う

　
３
月
７
日
、
平
成
29
年
度
一
般
・
特
別
・
事

業
会
計
予
算
の
全
体
質
疑
を
行
い
、
そ
の
後
、

予
算
特
別
委
員
会
に
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

全
体
質
疑
の
主
な
内
容
を
要
約
し
て
お
伝
え
し

ま
す
。

 

一
般
会
計
予
算

歳
　
入

歳
　
出

新
年
度
予
算
　
全
体
質
疑

町
外
か
ら
の
届
出
も
期
待

深
澤（
均
）議
員　

婚
姻
届

・
出
産
届
を
記
念
す
る
取

り
組
み
は
、
町
民
以
外
の

方
へ
の
対
応
も
想
定
さ
れ

る
が
、
ど
の
よ
う
な
効
果

を
期
待
し
て
の
こ
と
か
。

小
原
住
民
生
活
課
長　
す

で
に
行
わ
れ
て
い
る
自
治

体
で
は
大
変
人
気
が
あ
る

と
の
こ
と
で
、
町
外
か
ら

の
届
出
も
期
待
さ
れ
る
。

完
結
す
る
演
奏

深
澤（
均
）議
員　

航
空
自

衛
隊
音
楽
隊
の
演
奏
に
よ

る
、
町
内
小
学
校
校
歌
の

Ｃ
Ｄ
作
成
に
つ
い
て
、
児

童
の
歌
声
も
入
っ
た
も
の

を
作
成
で
き
な
い
か
。

町
長　
歌
を
入
れ
る
伴
奏

と
し
て
の
演
奏
と
完
結
す

る
演
奏
は
、
ま
っ
た
く
違

う
も
の
で
あ
り
、
今
回
は

プ
ロ
の
音
楽
隊
が
歌
な
し

で
編
曲
を
し
、
演
奏
す
る

も
の
な
の
で
理
解
願
い
た

い
。

七
滝「
水
の
森
」整
備
は

熊
谷
（
隆
）議
員　

七
滝「 

水
の
森
」の
整
備
は
、
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
。

町
長　
後
世
に
伝
え
て
い

く
た
め
、
水
源
涵
養
林
を

含
ん
だ
総
合
的
か
つ
有
効

的
な
活
用
が
で
き
る
よ
う

な
計
画
に
し
た
い
。

 

予
算
特
別
委
員
会
審
査

一般会計予算　
昨年比１億9429万円減

増
加
の
理
由
は

森
元
議
員　

地
方
消
費
税

交
付
金
が
昨
年
度
よ
り
１

億
３
０
０
万
円
増
と
な
っ

た
理
由
は
。

本
間
企
画
財
政
課
長　

こ

こ
２
年
ほ
ど
は
、
増
額
傾

向
に
あ
り
、
動
向
を
勘
案

し
て
計
上
し
た
。

見
込
ん
で
計
上
し
た

泉（
美
）議
員　

地
方
交
付

　
予
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
平
成
29
年
度
一
般
・
特
別
・
水
道
事
業
会
計
予
算
を
３
月
８
日
・
９
日
に

審
査
し
ま
し
た
。採
決
の
結
果
、一
般
会
計
は
賛
成
多
数（
賛
成
13
・
反
対
２
）で
、国
民
健
康
保
険
・
下
水
道
事

業
・
農
業
集
落
排
水
事
業
・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
、水
道
事
業
会
計
は
出
席
委
員
全
員
賛
成
で
可
決
す

べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。そ
の
審
査
内
容
に
つ
い
て
、主
な
も
の
を
要
約
し
て
お
伝
え
し
ま
す
。

歳
　
入

 

一
般
会
計
予
算

税
に
お
け
る
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
方
式
の
状
況
は
。

本
間
企
画
財
政
課
長　

地

方
創
生
事
業
等
で
や
る
気

の
あ
る
町
村
に
手
厚
い
助

成
を
す
る
方
式
だ
が
、
そ

の
点
も
見
込
ん
で
計
上
し

た
。

作
付
は
禁
止

村
田
議
員　

ス
ト
ン
ク
ラ

ッ
シ
ャ
ー
（
石
砕
機
）
が

入
っ
た
圃
場
は
、
一
年
間

作
付
が
で
き
な
い
等
の
制

約
が
あ
る
が
、
緩
和
で
き

な
い
か
。

高
橋（
穣
）農
政
課
長　

圃

場
に
機
械
を
早
く
入
れ
た

方
と
遅
く
入
れ
た
方
と
の

公
平
性
か
ら
、
そ
の
年
の

作
付
は
禁
止
し
て
い
る
。

積
算
根
拠
は

細
井
議
員　

３
つ
の
ふ
れ

あ
い
館
の
使
用
料
収
入
の

積
算
根
拠
は
。

高
橋（
一
）生
涯
学
習
課
長

い
ず
れ
も
実
績
に
よ
る
も

の
で
中
央
・
南
は
25
万
円
、

北
が
９
万
６
０
０
０
円
で

あ
る
。

実
収
入
は

深
澤（
均
）議
員　

立
木
売

払
収
入
か
ら
経
費
を
除
い

音
量
へ
配
慮

熊
谷（
良
）議
員　

防
災
行

政
無
線
は
、
う
る
さ
い
と

感
じ
る
方
も
お
り
、
防
災

以
外
の
放
送
は
し
て
ほ
し

く
な
い
、
と
い
う
声
が
あ

る
が
ど
う
考
え
る
か
。

町
長　

防
災
以
外
の
放
送

を
、
す
る
か
し
な
い
か
の

判
断
基
準
は
、
最
大
多
数
、

最
大
幸
福
を
ど
う
判
断
す

る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る

と
考
え
る
。
音
量
の
配
慮

は
考
え
て
い
き
た
い
。

防災行政無線
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た
実
収
入
は
い
く
ら
か
。

高
橋（
薫
）総
務
課
長　

国

か
ら
の
補
助
金
や
間
伐
材

の
売
り
払
い
収
入
か
ら
、

間
伐
作
業
費
を
除
い
た
１

２
０
万
円
の
収
入
を
見
込

ん
で
い
る
。

賃
金
単
価
は

泉（
美
）議
員　

臨
時
職
員

の
賃
金
単
価
に
変
更
は
な

い
か
。

本
間
企
画
財
政
課
長　

近

隣
町
村
の
動
向
を
踏
ま
え
、

28
年
度
と
同
額
と
し
て
い

る
。

宿
直
は
一
人
で
対
応

中
村
議
員　

宿
直
職
員
の

人
数
と
職
務
内
容
は
。

高
橋（
薫
）総
務
課
長　

宿

直
は
一
人
で
あ
る
。
職
務

は
、
死
亡
診
断
書
の
受
け

取
り
や
災
害
時
等
の
引
き

継
ぎ
で
あ
る
。

委
託
内
容
は

藤
原
議
員　

施
設
管
理
委

託
料
の
内
容
は
。

高
橋（
薫
）総
務
課
長　

役

場
施
設
内
の
樹
木
の
冬
囲

い
や
剪
定
等
で
あ
る
。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化

熊
谷（
隆
）議
員　

防
犯
灯

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
の
進
捗
状
況

は
。

小
原
住
民
生
活
課
長　

Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
率
は
43
％
と
な
っ

て
い
る
。

造
園
管
理
が
基
本

森
元
議
員　

平
場
の
森
管

理
委
託
料
の
具
体
的
な
内

容
は
。

高
橋（
穣
）農
政
課
長　

造

園
管
理
が
基
本
で
、
巡
回
、

清
掃
、
草
刈
り
、
芝
生
管

理
等
で
あ
る
。

特
別
な
資
格
は

熊
谷（
隆
）議
員　

介
護
保

険
事
業
支
援
員
と
認
知
症

地
域
支
援
員
を
雇
用
す
る

際
の
資
格
は
。

高
橋（
久
）福
祉
保
健
課
長

特
に
資
格
は
必
要
と
し
て

い
な
い
。
学
び
な
が
ら
対

応
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な

る
。

平
成
30
年
度
で
終
了

伊
藤
議
員　

特
養
建
設
事

業
借
入
金
の
償
還
終
了
年

度
は
。

高
橋（
久
）福
祉
保
健
課
長

平
成
30
年
度
で
終
了
す
る
。

計
24
名
で
あ
る

澁
谷
議
員　

児
童
ク
ラ
ブ

の
所
長
や
支
援
員
の
人
数

は
。

煙
山
教
育
総
務
課
長　

所

長
は
３
名
、
支
援
員
は
21

名
、
計
24
名
で
あ
る
。

３
つ
の
コ
ー
ス
を
予
定

泉（
美
）議
員　

ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
コ
ー
ス
３
カ
所
は
ど

こ
に
予
定
し
て
い
る
か
。

高
橋（
久
）福
祉
保
健
課
長

北
体
育
館
前
、
中
央
体
育

館
前
、
リ
リ
オ
ス
前
を
起

点
と
す
る
３
つ
の
コ
ー
ス

を
予
定
し
て
い
る
。

技
能
功
労
者
表
彰

熊
谷（
隆
）議
員　

技
能
功

歳
　
出

　　  

反
対
討
論

賛
成
討
論

29
年
度
一
般
会
計
予
算

泉
（
美
）
議
員　

国
の
地
方
財
政
計
画
は
歳
出
抑
制
が

図
ら
れ
て
い
る
。
町
予
算
も
こ
れ
に
基
づ
く
も
の
で
あ

り
反
対
す
る
。
ま
た
、
個
人
情
報
漏ろ

う
え
い洩
や
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
な
ど
の
課
題
が
あ
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
も
予

算
化
さ
れ
て
お
り
反
対
す
る
。

熊
谷（
隆
）議
員　

地
方
交
付
税
漸ぜ

ん
げ
ん減
３
年
目
に
入
り
、公

共
施
設
の
再
編
計
画
に
基
づ
き
老
朽
化
し
た
施
設
の
改

善
や
、
人
口
規
模
に
見
合
っ
た
効
率
的
な
行
政
運
営
が
な

さ
れ
る
予
算
で
あ
り
賛
成
す
る
。

森
元
議
員　

歳
入
で
は
、
普
通
交
付
税
が
漸
減
さ
れ
て
お

り
財
政
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
、
基
金
の
繰
り
入
れ
や

町
債
を
抑
制
す
る
な
ど
後
年
度
の
多
様
な
財
政
需
要
に

備
え
る
取
り
組
み
を
評
価
す
る
。

　

歳
出
で
は
、
美
郷
版
総
合
戦
略
に
掲
げ
た
地
方
創
生
関

連
事
業
や
、
町
が
有
す
る
多
様
な
資
源
を
観
光
と
交
流
人

口
拡
大
に
活
か
す
取
り
組
み
な
ど
期
待
を
持
て
る
予
算

で
あ
り
賛
成
す
る
。

労
者
表
彰
の
選
考
基
準
は
。

藤
田
商
工
観
光
交
流
課
長

業
界
か
ら
30
年
以
上
の
経

験
者
を
推
薦
し
て
も
ら
い
、

業
界
団
体
の
な
い
方
は
、

町
で
50
年
以
上
の
経
験
者

を
探
し
、
選
考
委
員
会
で

選
考
す
る
。

旧
六
郷
地
区
の
商
店

街
活
性
化

泉（
美
）議
員　

中
心
市
街

地
活
性
化
事
業
の
実
施
内

容
は
。

藤
田
商
工
観
光
交
流
課
長

旧
六
郷
地
区
の
商
店
街
の

方
々
に
は
事
業
継
承
な
ど

に
つ
い
て
、
利
用
者
の

方
々
に
は
利
便
性
な
ど
に

つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

り
活
性
化
の
構
想
を
検
討

す
る
。

社
会
科
の
副
読
本

熊
谷（
良
）議
員　

副
読
本

の
内
容
と
配
布
は
。

進む防犯灯のＬＥＤ化

国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

歳
　
入

財
政
負
担
は
県
が
負
う

村
田
議
員　

来
年
度
か
ら

高
橋（
正
）教
育
次
長
兼
教

育
推
進
課
長　

小
学
校

３
・
４
年
生
用
の
社
会
科

副
読
本
で
、
４
年
に
１
回

見
直
し
を
し
配
布
し
て
い

る
。

備
蓄
品
の
内
訳
は

泉（
美
）議
員　

災
害
時
用

の
備
蓄
品
の
購
入
内
訳
は
。

小
原
住
民
生
活
課
長　

ア

ル
フ
ァ
米
の
白
米
・
お
か

ゆ
、
粉
ミ
ル
ク
、
ビ
ス
ケ

ッ
ト
等
で
あ
る
。

市街地活性化へ
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条例・補正予算質疑

美郷町水道事業条例の制定
　３月１日に上程された議案中、条例・補正予算について、質疑・討論・採
決を行いました。以下、主な議案の内容と質疑を要約してお伝えします。

返
礼
品
の
金
額
は

深
澤（
均
）議
員　

ふ
る
さ

美
郷
町
消
防
団
員
の
定

員
、任
免
、給
与
、服
務
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

平
成
28
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

美
郷
町
水
道
事
業
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

歳
　
入

修
正
申
告
３
年
分

飛
澤
議
員　

法
人
税
８
０

０
万
円
増
額
の
理
由
は
。

齊
藤
税
務
課
長　

修
正
申

告
3
年
分
で
あ
る
。

歳
　
出

予
納
制
度
導
入
の
理

由
は

村
田
議
員　

予
納
制
度
を

導
入
し
た
理
由
は
。

小
林
建
設
課
長　

給
水
工

事
を
申
し
込
む
者
は
、
工

事
費
の
概
算
額
を
予
納
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。

内
容
　
定
員
を
４
４
８
人

内
容
　
簡
易
水
道
事
業
に

公
営
企
業
会
計
を
導
入
す

る
も
の
で
あ
る
。

　採決で賛否が分かれた議案等を掲載しています。議長は採決には加わりません。
○：賛成・採択　●：反対・不採択　趣：趣旨採択　欠：欠席　

○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 可決

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 可決

趣 趣 趣 ○ 趣 欠 趣 趣 ○ 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣 趣旨
採択

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18
議
決
結
果

議員名

澁
谷

俊
二

鈴
木

良
勝

伊
藤

福
章

中
村
美
智
男

村
田

薫

泉

繁
夫

深
澤

均

武
藤

威

泉

美
和
子

細
井

邦
男

熊
谷

隆
一

藤
原

政
春

飛
澤
龍
右
エ
門

森
元

淑
雄

熊
谷

良
夫

杉
澤

隆
一

深
沢

義
一

髙
橋
　

猛

議案第31号　平成29年度一般会計予算

議案第1号　美郷町農業委員会の委員の定数に関する条例の制定について

陳情第11号	 若い人も高齢者も安心できる年金制度改善と年金積立金の株式運用の見直しを求める国への
	 意見書提出の陳情

採 決 結 果

【
副
町
長
】

　

副
町
長
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
次
の
方
の
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。

❖
人
　
事

【再任】
佐々木　敬治 氏（新町）

 

水
道
事
業
予
算

メ
リ
ッ
ト
は

森
元
議
員　

簡
易
水
道
を

事
業
会
計
に
変
更
す
る
こ

と
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

小
林
建
設
課
長　

水
道
施

設
の
収
益
で
経
営
さ
れ
る

た
め
、
経
営
内
容
が
把
握

で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

県
と
町
が
、
国
保
の
運
営

主
体
と
な
る
が
、
準
備
と

方
向
性
は
。

高
橋（
久
）福
祉
保
険
課
長

財
政
負
担
は
県
が
負
う
。

そ
の
他
保
険
給
付
、
徴
収
、

事
業
は
各
自
治
体
が
負
う

こ
と
で
進
ん
で
い
る
。

と
美
郷
応
援
寄
付
金
に
対

す
る
返
礼
品
の
金
額
は
、

ど
れ
く
ら
い
か
。

本
間
企
画
財
政
課
長　

返

礼
品
の
経
費
は
、
寄
付
金

の
３
割
程
度
を
上
限
と
し

て
い
る
。

返礼品の一例

3月定例会　請願・陳情3月定例会　請願・陳情
採択し、意見書を提出しました

趣旨採択としました

◇地域別最低賃金の引きあげと全国一律最賃制の実現、中小企業支援の拡充を求める陳情〔全員
賛成〕

  秋田県春闘共闘懇談会　代表委員　渋谷　一
  秋田県労働組合総連合　議長　星野　博之

◇若い人も高齢者も安心できる年金制度改善と年金積立金の株式運用の見直しを求める国への意
見書提出の陳情〔採択2人：趣旨採択14人：欠席1人〕

  秋田県社会保障推進協議会　会長　渡辺　淳
  全日本年金者組合秋田県本部　執行委員長　渡部　雅子

	◎平成29年第２回議会定例会（3/1～3/16）

	◎平成29年第１回議会臨時会（1/23）

か
ら
４
０
５
人
に
変
更
す

る
こ
と
と
、
機
能
別
消
防

団
員
制
度
（
町
内
居
住
、

56
歳
以
上
の
者
）
を
導
入

す
る
も
の
で
あ
る
。
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窓口業務の見直しは、町民の意見反映を

学
校
給
食
費
の
助
成
を

国
保
広
域
化
の
課
題
は

この見直しの内容で当面は推進する

助
成
は
考
え
て
い
な
い

大
き
く
は
変
わ
ら
な
い

泉　美和子 議員

質　問　者

２
議
員
が

６
項
目
を
質た

だ

す

泉　美和子　議員
◇　役場出張所窓口の見直しについて
◇　学校給食費の助成を
◇　国民健康保険について
深沢　義一　議員
◇　効果的な情報提供を
◇　ワクアスグラウンド整備は
◇　GAPへの取り組みは

　
3
月
13
日
の
本
会
議
に
お
い
て
一
般
質
問
が
行
わ

れ
、
2
議
員
が
6
項
目
に
わ
た
っ
て
質
問
を
行
い
ま

し
た
。
以
下
、
質
問
・
答
弁
の
内
容
を
要
約
し
て
お

伝
え
し
ま
す
。

一般質問とは？

　一般質問は、年４回の議会定例会において行われます。議題とは
関係なく、行財政全般にわたる議員主導による政策論議であるため、
通告制が採用されています。通告（質問の届け出）は、議員個人の
判断によります。

議
員　

窓
口
業
務
を
平
成

30
年
１
月
か
ら
見
直
す
と

の
こ
と
だ
が
、
出
張
所
に

つ
い
て
は
、
日
曜
日
が
休

み
に
な
る
こ
と
な
ど
利
便

性
が
低
下
す
る
。
見
直
し

に
つ
い
て
は
町
民
の
意
見

を
反
映
す
べ
く
、
一
定
の

時
間
を
か
け
て
、
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。

町
長　
職
員
の
漸ぜ

ん
げ
ん減
で
窓

口
業
務
に
向
け
ら
れ
る
正

職
員
数
が
減
り
、
規
定
労

働
時
間
で
の
職
員
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
が
限
界
に
来
て

い
る
こ
と
や
、
専
門
的
分

野
の
問
合
せ
に
十
分
な
対

応
が
出
来
な
い
課
題
が
あ

り
、
見
直
し
を
図
る
も
の

町長

町
長

町
長

議
員　

学
校
給
食
費
に
助

成
を
し
、
保
護
者
の
負
担

軽
減
を
図
る
よ
う
求
め
る
。

町
長　

現
段
階
で
は
学
校

仙南出張所　窓口業務

議
員　

国
保
の
広
域
化
が

来
年
度
か
ら
行
わ
れ
る
が
、

次
の
点
に
つ
い
て
う
か
が

う
。

①
町
の
保
険
業
務
は
。

②
保
険
料
の
算
定
は
。

③
全
額
徴
収
で
き
な
い
時
。

④
丁
寧
な
相
談
体
制
を
。

　

ま
た
、
国
保
税
の
負
担

軽
減
を
図
る
べ
き
で
あ
る
。

町
長　

①
今
ま
で
と
大
き
く
は
変

わ
ら
な
い
。

②
前
年
と
ほ
ぼ
同
額
で
、

保
険
給
付
に
変
動
が
な
い

限
り
負
担
増
は
な
い
。

③
不
足
が
見
込
ま
れ
る
時

は
、
基
金
の
取
り
崩
し
か
、

税
率
改
正
な
ど
で
対
応
。

④
丁
寧
に
相
談
に
応
じ
る
。

　

ま
た
、
国
保
税
の
負
担

軽
減
に
つ
い
て
は
、
給
付

と
負
担
の
関
係
か
ら
検
討
。

だ
。
こ
の
見
直
し
内
容
で

当
面
は
推
進
し
た
い
。
今

後
意
見
・
要
望
を
踏
ま
え

検
討
を
重
ね
て
い
く
。

給
食
法
の
趣
旨
を
受
け
止

め
、
助
成
は
考
え
て
い
な

い
。
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深沢　義一 議員

議
員　

効
果
的
な
情
報
提

供
の
観
点
か
ら
、
見
る
情

報
と
し
て
リ
リ
オ
ス
や
公

民
館
に
分
か
り
易
い
広
視

野
的
な
情
報
表
示
の
設
備

を
設
置
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
聞
く
情
報
と
し

て
防
災
行
政
無
線
を
広
く

活
用
で
き
な
い
か
。

町
長　

リ
リ
オ
ス
や
公
民

館
だ
け
で
な
く
、
他
の
集

会
施
設
も
含
め
た
情
報
表

示
の
あ
り
方
に
つ
い
て
今

後
検
討
し
て
い
く
。
そ
れ

ま
で
は
、
広
報
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
Ｆ
Ｍ
秋
田
の
番

組
『
マ
イ
シ
テ
ィ
マ
イ
タ

ウ
ン
美
郷
』
を
活
用
し
、

情
報
発
信
に
努
め
る
。

　

防
災
行
政
無
線
に
つ
い

て
は
、
電
波
法
等
の
法
令

に
基
づ
く
運
用
制
限
を
認

識
し
検
討
し
て
い
く
。

由
ゆ か り
香里さん

（孫の妻）

葉
はづき
月ちゃん

（曾孫）

光
みつえい
栄さん リツさん

星
せ な
向ちゃん

（曾孫）

詩
しおり
織さん

（孫の妻）

克
かつき
気ちゃん

（曾孫）

侑
ゆきひろ
宏さん

（孫）
辰
たつお
雄さん

（長女の夫）
喜
き み こ
美子さん

（長女）
智
ともき
紀さん

（孫）

星
せ い
行ちゃん

（曾孫）

　第１回臨時会（1月23日）第３回臨時会（3月30日）

　

1
月
23
日
、
第
1
回
臨
時
会
を
開
催
し
、

条
例
の
制
定
及
び
改
正
や
補
正
予
算
な
ど
５

件
の
審
議
を
行
い
、
１
件
は
賛
成
多
数
、
他

4
件
は
全
員
賛
成
で
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

条
例
の
制
定
は
、
農
業
委
員
を
選
出
す
る

制
度
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
新
た
に
委

員
の
定
数
を
定
め
る
も
の
で
す
。
次
回
選
出

さ
れ
る
農
業
委
員
は
公
選
制
で
な
く
町
長
の

選
任
制
と
な
る
も
の
で
、
定
数
は
17
人
と
な

り
ま
す
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
1
月
13
日
に
堆

肥
セ
ン
タ
ー
の
ハ
ウ
ス
が
雪
の
重
み
で
全
壊

し
た
こ
と
に
よ
る
建
築
工
事
費
、
ふ
る
さ
と

納
税
の
増
加
に
よ
る
返
礼
品
の
増
額
な
ど
で
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
1
億
３
５
５
０
万
円

を
追
加
し
、
総
額
を
１
１
４
億
４
８
７
万
円

と
し
ま
し
た
。

　

3
月
30
日
、第
3
回
臨
時
会
を
開
催
し
、

報
告
１
件
の
後
、補
正
予
算
１
件
の
審
議

を
行
い
全
員
賛
成
で
原
案
を
可
決
し
ま
し

た
。一
般
会
計
補
正
予
算
は
、就
労
支
援
事

業
費
補
助
金
や
、積
立
金
の
増
額
な
ど
で
、

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
に
１
億
３
０
５
０
万

円
を
追
加
し
、総
額
を
１
１
５
億
５
１
９

万
円
と
し
ま
し
た
。

農業委員、次回から定数17人に就労支援事業費
補助金需要増

（注）	 ＧＡＰ：食の安全・環境衛生などについて、基準を作り、それを守ること。	
	 ＪＧＡＰは、日本版。

みさと
議会だより 

第50号 
クイズ

正解と当選者

★クイズ
【問１】	 住民と議会との懇談会に参加した住民は

○○名
【問２】 	若い世代との意見交換会のテーマは「○○

○○時代におけるこれからのまちづくり」
◎クイズ当選者　抽選の結果、次の方々が当選しました。

泉谷　みよ子 様　高橋　陽子 様　村田　宣行 様

→　【正解】　人 口 減 少

→　【正解】　９ ９

第 6 回 「シリーズ  みさとの大家族」
　

今
回
は
、
高
橋
光み

つ
え
い栄
さ

ん
一
家
を
ご
紹
介
し
ま

す
。
隣
に
住
む
智と

も
き紀
さ
ん

家
族
４
人
も
是
非
に
と

い
う
こ
と
で
12
人
が
そ

ろ
い
ま
し
た
。

　
「
我
が
家
は
み
ん
な
仲

が
良
く
、
笑
い
が
絶
え
ま

せ
ん
。
曾
孫
た
ち
の
成
長

を
楽
し
み
に
健
康
で
過

ご
し
て
い
き
た
い
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

（
取
材
・
細
井
）

◎
全
国
町
村
議
会
議
長
会
　

　
自
治
功
労
者
表
彰

　

髙
橋
猛
議
長　

　

議
長
在
職　

７
年
以
上

❖
表
　
彰
❖

　

伊
藤
福
章
議
員　

　

議
員
在
職　

27
年
以
上

　

深
沢
義
一
副
議
長　

　

議
員
在
職　

15
年
以
上

　

中
村
美
智
男
議
員　

　

議
員
在
職　

15
年
以
上

リリオス周辺に広視野的な情報表示の設置と
防災行政無線の広い活用を

他の集会施設を含め検討していく
運用制限を認識し検討していく

町長

議
員　

ワ
ク
ア
ス
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ

ー
ス
を
設
け
る
な
ど
、
屋

内
外
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

場
所
の
提
供
も
必
要
と
思

う
が
、
今
後
の
整
備
計
画

は
。

議
員　

町
で
は
、
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
事
前
合
宿
誘
致

活
動
を
進
め
て
い
る
が
、

食
の
提
供
も
考
え
て
い
く

時
期
と
考
え
る
。
そ
こ
で

Ｇ
Ａ
Ｐ
へ
の
対
応
は
。

町
長　
事
前
合
宿
の
誘
致

活
動
を
進
め
る
う
え
で
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
場
所
の
提
供
を

今
後
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

町
長

町
長

町
長　

現
在
ま
で
そ
の
よ

う
な
要
望
は
う
か
が
っ
て

い
な
い
が
、
宿
泊
利
用
者

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す

る
な
ど
、
今
後
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
。

Ｇギ
ャ
ッ
プ

Ａ
Ｐ（
注
）へ
の
対
応
は

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く

食
に
関
す
る
こ
と
は
重
要

な
テ
ー
マ
と
認
識
し
て
い

る
。
食
の
安
全
性
の
確
保
、

高
付
加
価
値
農
産
物
の
生

産
推
進
に
向
け
て
、
Ｊ
Ｇ

Ａ
Ｐ
等
の
取
得
に
対
す
る

支
援
策
を
検
討
し
て
い
く
。

リリオス前の掲示板

15 14

一

般

質

問

自
治
功
労
者
表
彰
・
臨
時
会
概
要
・
み
さ
と
の
大
家
族
・
ク
イ
ズ
当
選
者

みさと議会だより 第51号みさと議会だより 第51号



美郷町議会事務局 〒019-1541 秋田県仙北郡美郷町土崎字上野乙170番地10（美郷町役場内）
TEL.0187-84-4912 FAX.0187-85-3102 E-mail gikai @ town.misato.akita.jp

美郷町ホームページ  http://www.town.misato.akita.jp/

地球環境にやさしいベジタブルインキを
使用しています。

◆キラリ美郷人
みさと議会だより 第51号

16

小田島さん 熊谷さん

　
今
回
は
、
町
で
最
後
に
な
っ
た
鋸

の
目
立
て
を
す
る
職
人
と
し
て
現
役

で
活
躍
し
て
い
る
小
松
菊
次
郎
さ
ん

を
取
材
し
ま
し
た
。

　
　
　
き
っ
か
け
は

　
太
平
洋
戦
争
終
盤
の
昭
和
19
年
海

軍
に
入
隊
し
、
翌
20
年
に
終
戦
と
な

り
帰
郷
す
る
が
、
父
親
が
鋸
職
人
を

し
て
お
り
跡
を
継
い
で
こ
の
仕
事
に

つ
い
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

美郷人
vol.46

シリーズ

●次回定例会は、6月上旬を予定しています。
　傍聴をお待ちしております。

応募方法／

あて先／

締切日／

〒019-1541　美郷町土崎字上野乙 170番地 10
美郷町議会事務局　議会だより係

平成 29年 5月 15日（当日消印有効）

　はがきにクイズの答え、氏名、住所、年齢を書いてお
送りください。正解者の中から抽選で３人の方に粗品
を差し上げます。
　また、議会へのご意見などもお待ちしております。

○の中だけお答えください

問1

問2

～美郷町 最後の鋸鍛冶屋さん～

美郷ブランド○○○応援
事業
農業委員、次回から○○
人に

　
　

　
　
　
時
代
と
共
に

　
昭
和
55
年
頃
ま
で
は
木
の
伐
採
は

手
引
き
鋸
が
主
流
で
、
一
尺
八
寸
と

い
う
大
き
さ
の
鋸
の
目
立
て
が
多

か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
後
、
高
度

成
長
期
に
入
る
と
木
造
住
宅
が
建
築

ラ
ッ
シ
ュ
の
時
代
を
迎
え
、
大
工
が

使
う
30
㎝
程
の
鋸
や
丸
鋸
の
目
立
て

に
追
わ
れ
、
多
忙
な
毎
日
だ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
今
で
は
、
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
の
目
立
て
の
仕
事
が
多
く
な
っ

た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
小
松
さ
ん
の
仕
事
場
に
は
、
目
立

て
用
の
大
小
の
ヤ
ス
リ
や
工
具
、
そ

れ
に
各
種
の
研
磨
機
械
が
所
狭
し
と

置
か
れ
て
お
り
、
時
代
と
共
に
生
き

た
鋸
鍛
冶
屋
の
生
活
が
伝
わ
っ
て
き

ま
し
た
。

　
　
　
技
の
継
承

　
「
こ
の
仕
事
の
職
人
は
、
今
で
は

町
で
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
地

味
な
仕
事
で
、
技
術
を
習
得
す
る
こ

と
は
大
変
だ
っ
た
が
、
今
で
は
身
に

付
い
て
お
り
難
儀
と
は
思
わ
な
い
。

こ
の
技
術
を
継
い
で
く
れ
る
人
は
い

な
い
が
、
仕
事
の
依
頼
は
今
で
も
結

構
あ
り
、
88
歳
に
な
っ
た
が
、
命
あ

る
限
り
ず
っ
と
続
け
て
い
き
た
い
」

と
静
か
に
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

（
取
材
・
村
田
）

のこぎり

小松　菊次郎さん（88歳・六郷 米町）

の
こ

小 松 鋸 店


